
『坂の上の雲』のまち松山

漂泊の俳人・種田山頭火が、最期の1年間を過ごした庵を再建したもの。外
観の見学は自由。年末年始を除く土日・祝日には庵内部が見学できる。「一
草庵」の扁額は、山頭火の師・荻原井泉水（おぎわらせいせんすい）の揮毫。
山頭火の句碑4基がある。

子規は松山に野球を初めて紹介した。小説では、城北練兵場で虚子が子規の野球をする
姿を目撃しているシーンが描かれている。練兵場は、現在の愛媛大学城北キャンパス、松
山赤十字病院、松山東中学校あたりで、日露戦争時には城北バラックといわれるロシア兵
捕虜収容所が設置された。

秋山好古は、晩年北予中学校（現
在の松山北高校）の第4代校長を
務めた。松山北高校80周年記念
館の前には秋山好古の胸像、1階
の校史資料室には、好古ゆかりの
コーナー、北予中学の歴史などの
コーナーがあり、資料が多数展示
されている。正門を入った所には
北予中学校を支え、好古を校長に
招いた井上要の像などがある。

県民文化会館東の「俳句の道」が延
伸し、平和通り沿いにも多くの句碑
が設置された。県民文化会館東通り

には、道後の湯を詠んだ俳句の句碑があり、平和通りは、松山城・
城北練兵場跡・古町など、このエリアにゆかりの俳句を刻んだ句
碑が点在する。安全対策として歩道をカラー舗装し、歩行者と自
転車の通行帯を分離。また、電線などを地中化して、周辺の景観
に配慮している。イチョウの葉をイメージした街路灯も設けられ
て、趣きある通りに変わった。※見学希望の方は、事前に大学（温山会事務室）に電話を。ただし大学の一斉休暇・入試期間

中は利用できません。

※校史資料室は一般開放をしていな
い。学校・地域等の団体の見学には事
前に文書で申請が必要。


